
改修
カバー瓦棒（フジラップ工法）

オーバールーフ（瓦棒用）

試験機関：
試験概要：

試験内容：
試験結果：

第3者公的機関
屋根と同じ施工方法で容器を作成。
1,000㎜×1,000㎜×1,000㎜
試験体に50㎜毎に注水、４時間以上放置して観察。
水深450㎜（水圧450kg/㎡）迄注水し、15日間放
置したが漏水は生じなかった。

漏水試験実施済

■製品断面図

■組図

■製品断面図・納まり図

■製品仕様
板 厚
働 き 幅
原 板 幅
㎡ 当 り の ｍ 数
勾 配

0.35㎜～0.4㎜
418㎜
455㎜
2.39ｍ

5／100以上

■製品仕様
板 厚
働 き 幅
原 板 幅

0.27㎜
55㎜
75㎜

瓦棒
長尺

ＭＴ通し吊子
長尺

穴を開けないため水密性を損なわず、継ぎ手部分に高低
差を付ける事により防水性を高め、簡単・経済的に施工
できます。

蟻掛や立平との組み合わせにより、簡易防水を実現。

※キャップ、吊子は0.35㎜～0.4㎜

キャップ

本体

吊子

9.5 9.5

15

23-020013.indd   1523-020013.indd   15 2023/04/18   13:482023/04/18   13:48



防水
プルーフ

プルーフ改修システム

防水用耐火デッキプレート ＪＨＤ600Ｒ

※既存瓦棒の働き幅により溝板が変わります。
　上記働き幅以外の場合はご相談ください。

■製品断面図 ■製品断面図

■製品仕様
板 厚
働 き 幅
原 板 幅
㎡ 当 り の ｍ 数
勾 配

0.35㎜～0.4㎜
418㎜
465㎜
2.39ｍ

5／100以上
※既存瓦棒の働き幅を御指示ください。

■製品仕様
板 厚
働 き 幅
原 板 幅
㎡ 当 り の ｍ 数
勾 配

0.35㎜～0.4㎜
418㎜
530㎜
2.39ｍ

5／100以上

カバー瓦棒（フジラップ工法）
改修

オーバールーフ（瓦棒用）
改修

瓦棒葺の改修として一般的なカバー工法。
ハゼ高40㎜により防水性・水密性も向上。
オプションとして、特殊下地材を使用するフジラップ工法
も用意。

瓦棒葺の改修として施工性・経済性に優れたカバー工法
です。

切妻タイプ

アーチタイプ

■組図

キャップ 段差吊子

本体
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